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力いっぱい、駆け抜けろ！
三島小学校ミニ運動会三島小学校ミニ運動会



まちの話題役場 特命担当課☎（48）5232

地域の安全安心のために尽力
栗城功さんに感謝状を贈呈

　9 月１日、栗城功さん（宮下）に会津坂下地区防犯協会
連合会から感謝状が贈呈されました。栗城さんは、町交通
教育専門員として活動しながら、多年に渡り地域に密着し
た防犯活動にも尽力され、その功績が認められたものです。
矢澤町長から感謝状の伝達を受けた栗城さんは「これから
も地域の安全安心のため、犯罪が起きないように皆さんと
協力しながら努めていきます」と述べました。 感謝状を手にする栗城功さん

納税功労者と個人県民税優良町に感謝状
福島県から五十嵐勝男さんと町に贈呈

　9 月１日、五十嵐勝男さん（宮下）と町に守岡文浩会津地
方振興局長から感謝状が贈呈されました。五十嵐さんは町納
税貯蓄組合連合会長として、組合員の納税意識の高揚に努め、
その功績が認められました。また、町は令和元年度の個人県
民税の徴収率が前年度を上回り、個人県民税優良町に選ばれ
ました。矢澤町長は「納税に対する町民の皆様のご協力に感
謝し、今後も徴収率の向上に努めます」と述べました。感謝状を手にする五十嵐勝男さんと矢澤町長

強豪  白河市と対戦
第 14 回市町村対抗福島県軟式野球大会

　第 14 回市町村対抗福島県軟式野球大会は９月 13 日、小
野あぶくま球場で白河市と対戦しました。試合は初回に 10
点を奪われる苦しい展開となり、打線も相手投手を打ち崩
すことができず、ノーヒットに抑えられていましたが、5 回
に小松順哉選手（西方）が安打を放ち意地を見せました。
結果は 0 対 14 で敗戦となりましたが、選手たちは最後ま
で全力でプレーし応援団も大きな声援を送っていました。 チーム唯一の安打を放った小松順哉選手

　
9
月
17
日
、
三
島
小
学
校
で
ミ

ニ
運
動
会
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち

が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
回
り
ま

し
た
。

　

例
年
は
、
5
月
に
開
催
し
て
い

た
運
動
会
で
す
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
中
止
と
な
り
、
規
模
を

縮
小
し
た
ミ
ニ
運
動
会
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
目
数
も
減
ら
し
、
保
護
者
も

観
覧
に
来
れ
な
い
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
玉

入
れ
や
三
島
っ
子
タ
イ
フ
ー
ン
、

全
校
リ
レ
ー
な
ど
各
種
目
に
生
き

生
き
と
笑
顔
で
参
加
し
、
先
生
方

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
秋
晴
れ

の
空
の
下
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

全力・努力・協力　3 つの力でがんばろう
三島小学校ミニ運動会を開催

➊しっかり狙いを定め
て 玉 入 れ 競 争　 ❷ 接
戦となった三島っ子タ
イフーン　2 人 一 組で
3 つのカラーコーンを
回ってゴールに向かい
ます  ❸最終種目は三島
小全校リレー

➊

❷❸

矢澤町長から米寿の記念品を受け取る小松モト子さん（西方）

しあわせ金婚夫婦の表彰を受けた星孝雄さん・ハツ子さんご夫妻

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

    
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
敬
老
記
念
品
を
贈
る

　
町
敬
老
会
の
開
催
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
こ
と
を
受
け
、
9
月
23
日
、
敬
老
会
の

対
象
と
な
る
町
内
の
満
75
歳
以
上
の
皆
さ

ん
に
町
職
員
が
全
地
区
を
回
り
、
敬
老
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
記
念
品
は
町
内
の
事
業
所
で
使
用
で
き

る
敬
老
祝
商
品
券
五
千
円
分
と
紅
白
ま
ん

じ
ゅ
う
の
他
、
99
歳
の
白
寿
と
88
歳
の
米

寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
は
、
山
菜
の
缶
詰

の
詰
め
合
わ
せ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
方
地
区
で
は
、
矢
澤
町
長
が
対
象
と

な
る
方
の
ご
自
宅
を
回
り
、
記
念
品
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
福
島
民
報
社
か
ら
結
婚
50
年
を

迎
え
た
、
星
孝
雄
さ
ん
・
ハ
ツ
子
さ
ん
ご

夫
妻
（
西
方
）
に
「
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
」

の
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　両沼西部三町村陸上記録会は 9 月 9 日、金山小学校の
校庭で開催されました。三島小、金山小、横田小、昭和
小から 5・6 年生が参加し、100m 走や走り幅跳び、ボー
ル投げなど 6 つの競技で日頃の練習の成果を競いました。
児童たちは、夏休みが終わるとすぐに陸上の練習に取り組
み、それぞれが自己ベストの更新に向け最後まで精一杯競
技に臨みました。

自己記録の更新を目指して
両沼西部三町村陸上記録会を開催

記録更新に向けて全力で走る児童たち
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移住定住促進ページ 編集：地域おこし協力隊 吉垣

＊ワーク・ラボ／早戸本村は令和元年度福島県遊休施設等活用事業（補助金）の採択を　
　受け整備しました。

    空き家の利活用については随時ご相談をお受けしています。
    ◇三島町役場  地域政策課地方創生推進係　0241-48-5533 ◇

住宅１F の交流スペース（奥はキッチン、扉の奥はシャワー
室となっている）。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
ボ
／
早
戸
本
村
は
、
一
般

社
団
法
人
Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
（
理
事
長 

佐

久
間
源
一
郎
氏
）
が
築
80
年
の
蔵
座
敷
付

住
宅
を
改
修
、
整
備
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
施

設
で
す
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
、
情
報
通
信
機
器
等

を
活
用
し
、
場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な

い
柔
軟
な
働
き
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
会
社
に
出
社
す
る
必
要
の
な

い
テ
レ
ワ
ー
ク
が
全
国
的
に
普
及
し
、
地

方
に
い
な
が
ら
働
け
る
可
能
性
が
高
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
地
方
移
住
を
考
え
る

方
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
は
１
週
間
～
半
年
程
度
の
期
間
、

有
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
、
自
然
豊
か

な
三
島
町
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
テ
レ
ワ
ー

ク
が
体
験
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
内
に
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ

る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
と
関
わ
る
機
会

も
生
ま
れ
、
よ
り
三
島
町
で
の
暮
ら
し
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
ボ
／
早
戸
本
村

（
蔵
座
敷
付
き
住
宅
）の

ご
紹
介

空
き
家
コ
ラ
ム

『空き家を地域に開く』

改修前

改修後

改修前 改修後

　
本
施
設
は
、
都
市
部
の
人
々
に
新
し
い
働

き
方
と
暮
ら
し
方
を
提
案
す
る
一
方
、
地
域
の

方
々
に
は
空
き
家
の
可
能
性
を
提
示
す
る
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
名
称
に
集
落
名
を
入

れ
た
の
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
施
設
が
集
落
ご

と
に
営
ま
れ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の
思

い
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
倶
楽
部
事
務
局
長
の
金
親
丈
史
氏

は
、「
空
き
家
を
地
域
に
開
く
こ
と
で
、
新
し

い
可
能
性
が
拓
け
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
施
設
が
一
つ
の
先
行
事
例
と
な
り
、

今
後
、
他
の
地
区
で
も
地
域
が
活
性
化
す
る

よ
う
な
施
設
と
し
て
空
き
家
を
改
修
す
る
動
き

が
出
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。
町
内
に
点
在
す

る
施
設
が
有
機
的
に
つ
な
が
る
と
町
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
施
設
整
備
を
望
む
地
域
に
対
し
て
は
、
今

後
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
お

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　１階と蔵座敷部分は共有スペースとなり、町民の方にもご利用いただける空間となっています。
　利用方法などのお問い合わせは、一般社団法人 IORI 倶楽部 金親丈史　0241-52-3444　まで
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町民町民記者通信記者通信

二百十日のおこもり
　立春から数えて 210 日目は 9 月 1 日にあたります。滝原地区の
駒形神社では前日の 8 月 31 日に西方地区から青木宮司をお迎え
し、二百十日のおこもりを実施しました。本来は夜通し実施する
習わしのところ、近年は高齢化や社会情勢を考慮し、短時間で
行っています。昔から農作物に多大な影響を与える台風が多く
発生するこの時期に風を鎮める祭りを行い、収穫の無事を神様
に祈る行事で家内安全もご祈祷していただき地区住民の皆さん
は今年も農作物が無事に収穫できるよう祈りを捧げていました。

文・写真　佐久間絹江さん（滝原）

　9 月 5 日・6 日、間方から昭和村に通じている、美女峠（県道
小林宮下停車場線）の草刈りが行われました。道路管理者の県
から町への委託事業を地区で行っているもので、10 名が参加し
て行われました。残暑の中、参加した方々は慣れた様子で刈払
い機を操作し、雑草がきれいに刈り取られていきました。県では、
現時点での自動車道の整備は困難なことから「歩く県道」とし
て草刈り等の管理を行い、歴史と伝説のある美女峠の活用を推
進しています。紅黄葉の楓の中の森林浴にぜひお出でください。

『歩く県道』美女峠の草刈り行われる 文・写真　菅家壽一さん（間方）

　９月６日、伊豆神社の祭礼を前に恒例の秋の道草刈り作業を
実施しました。この日は何時にも増して暑さの厳しい日でしたが、
参加者は早朝から汗だくになりながら、地区内の主要道に生い
茂る草木を刈り払いました。普段、車の通らない山沿いの路肩
などは、繁茂する蔓

つるくさ

草におおわれて車の通行もままならぬ箇所
が多く、交通事故の恐れもありましたが、献身的な共同作業に
よりきれいに刈り払われ、安心して通行できるようになりました。
あまりに暑いので作業は午前中で終了となりました。

秋の道草刈り作業に汗を流す 文・写真　角田伊一さん（川井）

　9 月 15 日、午前 10 時からの祭礼に先立ち、駒形神社の参道
と多目的広場の除草、清掃作業を行いました。今年は、参拝者
が足元を滑らせないよう石段の苔も丁寧に取り除き、綺麗な参
道となり祭礼も滞りなく終えました。正午からは多目的広場で
グラウンドゴルフ大会が開催され、参加された皆さんは和気あ
いあいとゲームを楽しみました。朝早くから清掃活動、祭礼、
グラウンドゴルフ大会と盛りだくさんでしたが、天候にも恵ま
れ地区の皆さんの協力により、無事に終えることができました。

駒形神社の祭礼とグラウンドゴルフ大会 文・写真　佐久間絹江さん（滝原）

「秋の人足」で地域の農道を守る
　9 月 6 日、「秋の人足」が行われました。早朝から強い陽光が
あたり一面に差し込むなか、それぞれが分担された箇所に分か
れて作業を開始しました。普段は通ることが少ない農道や林道
の雑草は、暑さと長雨の影響で大人のひざ丈以上に伸びていま
した。途中に休憩をとりながら、今年はきのこの生育が良くな
い話やイノシシや鹿が田畑を荒し頭を痛めている話など情報交
換を行う場面が見られました。秋の人足によって、地域の環境
美化だけでなく､ 心の交流を深めることができたようです。

文・写真　本名与四郎さん（西方）

　「広報みしま」は、皆さんに親しまれる広報誌を目指して編集しています。町からのお知らせを

分かりやすく伝えることはもちろん、町民の皆さんの顔、声を掲載することが最も大切と考えてい

ます。「広報みしま」は、町民の皆さんのための広報誌です。いつでも情報をお待ちしています。

広報みしま　皆さんからの情報提供をお待ちしています

役場 特命担当課　☎（48）5232

　新型コロナウイルス感染症の影響により、三島神社御祭禮は、
奉納神楽、神輿渡行、子供神輿、山車曳山など、全て中止とな
りましたが、9 月 12 日、三島神社社殿において青木宮司による
祭典のみが行われました。出席者は神社総代（総代長：細堀清）
と加藤善久区長のみに限定して実施され、粛々と執り行われま
した。新型コロナウイルスの一日も早い終息と、来年は盛大に
三島神社例大祭が挙行できることを願い、今年の例大祭を終了
しました。

三島神社  秋の例大祭  祭典行われる 文・写真　小島　純さん（宮下）

　宮下地区委員会（加藤善久区長）では、9 月 16 日宮下駅前に
ある花壇にざる菊を植栽しました。宮下地区の杉原博信さんの
ご厚意によるもので、杉原さん宅の花壇で丹精を込めて育てら
れたざる菊 10 鉢を丸型のプランターに移植したものを、宮下駅
前の花壇に軽トラックで運び植栽されました。11 月上旬に見ご
ろを迎える予定で、宮下駅を利用される方や駅前を通る方に秋
のおもてなしの気持ちを込めながら、参加された皆さんは植栽
作業に汗を流しました。

開花を楽しみに   ～宮下駅前花壇ざる菊植栽～ 文・写真　小島　純さん（宮下）
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図書コーナー『ゆめぽけっと』利用時間
㊊～㊎　午前９時～午後９時　㊏㊐㊗　午前９時～午後５時
※年末年始は閉館いたします。問公民館　☎（48）5599

町民センター図書コーナー
「ゆめぽけっと」から図書のご案内

　わたしの美しい庭　
凪良  ゆう：著

　マンションの屋上庭園の奥にある縁切り神
社。地元の人からは「屋上神社」とか「縁切
りさん」と気安く呼ばれていて、断ち物の神
さまが祀られている。そこを訪れる「生きづ
らさ」を抱えた人たちと「わたし」の物語。『流
浪の月』の凪良ゆうが贈る、救いに満ちた感
動作！

　

　Ｂ l u e （ ブ ル ー ）　

　　　　　葉真中  顕：著

鎌 倉 の 家
　　　　甘糟 りり子：著

合 唱
～ 岬 洋 介 の 帰 還 ～
　　　　　中山 七里：著

人 間
　　　　　又吉 直樹：著

☆新着本

発注いただきました！
朝井  リョウ：著

　『桐島、部活やめるってよ』でのデビューか
ら 10 年。森永製菓、JRA など様々な企業から
の原稿依頼があった著者。原稿枚数や登場人
物、物語のシチュエーションなど、小説誌で
はあまり例を見ないような制約、お題が与え
られるなか、著者はどのように応えてきたの
か！？短編小説 14 本、エッセイ 6 本を収録。

健康で元気な毎日に vol.48
問町民課  保健福祉係　☎（48）5565 地域おこし協力隊地域おこし協力隊  コーナーコーナー

Vol.6Vol.6

地地域おこし協協力隊 コーナー

Vol.6

作成・編集　地域おこし協力隊　三澤龍太（情報発信担当）

移住・定住
空き家バンク管理等

吉
よしがき

垣  絵
え り こ

梨子さん

も
と
貸
し
出
し
を
行
う
事
業
で
す
。

新
し
い
取
り
組
み
な
の
で
、
他
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
、
三
島
町
に
合

う
形
と
な
る
よ
う
係
内
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
方
々
と
話
し
合
い
、
協
力

し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
物
件
の

募
集
が
終
わ
り
、
今
後
内
見
調
査
を

経
て
選
考
に
入
っ
て
い
き
ま
す
が
、

現
在
は
そ
の
事
務
作
業
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

移
住
定
住
に
関
し
て
は
、
移
住

者
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。
三
島
町
な
ら
で
は
の
暮
ら
し

の
魅
力
や
こ
こ
で
の
暮
ら
し
を
満
喫

さ
れ
て
い
る
移
住
者
の
方
々
を
紹
介

し
た
冊
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
制
作
を
通
し
て
、
地
域
の

方
々
、
移
住
者
の
方
々
か
ら
様
々
な

お
話
を
伺
え
、
𠮷
垣
さ
ん
自
身
新
た 移住者向けパンフレット

～
は
じ
め
に
～

　
　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
今
年

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
3
年
目
の
𠮷

垣
さ
ん
の
活
動
に
つ
い
て
で
す
。
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
三

島
町
の
移
住
定
住
や
空
き
家
対
策
等

の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
𠮷
垣
さ
ん
の
日
頃
の
活
動
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
空
き
家
に
関
し
て
は
、

所
有
者
の
意
向
調
査
と
、「
三
島
町

空
き
家
利
活
用
モ
デ
ル
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
空
き

家
の
利
活
用
と
町
内
の
慢
性
的
な
住

宅
不
足
の
解
消
を
目
的
に
、
町
が
空

き
家
を
借
り
上
げ
、
町
・
国
の
予
算

で
改
修
工
事
を
行
い
、
町
の
管
理
の

～
現
在
の
取
組
み
に
つ
い
て
～係内での打ち合わせの様子

な
三
島
町
の
魅
力
を
発
見
で
き
た
の

は
貴
重
な
時
間
で
し
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
移
住

希
望
者
の
方
々
の
目
に
触
れ
る
機
会

は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
観
光

協
会
や
生
活
工
芸
館
、
交
流
セ
ン

タ
ー
山
び
こ
な
ど
町
内
観
光
施
設
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
町
民

の
方
々
に
も
お
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
み
し
ま
に
お
い
て
移

住
定
住
促
進
ペ
ー
ジ
が
作
成
さ
れ
て

お
り
、
三
島
町
に
移
住
さ
れ
た
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
、
空
き
家
を

有
効
活
用
す
る
た
め
の
情
報
発
信
に

も
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。

広報みしまの𠮷垣さんの記事
　

知
識
も
経
験
も
な
く
業
務
に
就
き

ま
し
た
が
、
様
々
な
研
修
や
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
た
り
、
関
係
者
と
話

し
合
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
知
識
や

経
験
が
深
ま
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
空
き
家
に
関
し
て
は
、
時
代
背

景
や
諸
般
の
事
情
、
個
人
の
想
い
な

ど
が
絡
み
あ
い
、
一
朝
一
夕
に
は
進

ま
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
今
後
ま

す
ま
す
増
え
る
で
あ
ろ
う
空
き
家
が

『
問
題
化
』
し
な
い
よ
う
、
持
続
可

能
な
相
談
体
制
や
仕
組
み
づ
く
り
の

確
立
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
広
報
を
通
し
て
𠮷
垣
さ
ん

の
活
動
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

～
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
～ 移住者向けパンフレットの 1 ページ

①毎年検診を受けることで、自分の体調の変化や生活習慣病（高血圧・糖尿病・脂質異常症等）の早期発見、
悪化の予防・改善ができます。
※外見からは、わからない体の中の状態は健診結果からのみ知ることができます。
②毎年健診を受けることで、医療負担が少なくなる傾向にあります。
　三島町の令和元年度の 1 人当たりの医療費を比較してみました。　　　

健診のメリット

【国保被保険者】

健診未受診者 健診受診者
21,920 円 15,548 円

※健診受診、未受診者の生活習慣医療費 / 健診対象者数（生活習慣病患者数）

○特定健診
　・身体測定（身長、体重、腹囲測定）
　・血圧測定・尿検査・心電図
　・血液検査・医師による診察（健康について困っている事などをご相談ください）

○若年健診
　・特定健診から尿中アルブミン検査を除いた内容

○各種がん検診
　・肺がん・胃がん・大腸がん・前立腺がん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※年に一度の健康チェックを、ぜひこの機会に！

「みしま健康ポイント」の
  対象（3 ポイント）です！

10月18日㊐～20日㊋は
町の総合検診・がん検診です
※今年度は三島中学校体育館で実施します
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安
定
し
た
財
政
運
営
を

維
持
す
る
と
と
も
に
、
万
が

一の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る

た
め
、
町
で
は
基
金
の
維
持

に
努
め
て
い
ま
す
。
基
金
に

は
財
政
調
整
基
金
な
ど
の

積
立
基
金
と
、
各
種
貸
付

基
金
か
ら
な
る
定
額
運
用

基
金
が
あ
り
ま
す
。
令
和

元
年
度
は
、
財
政
調
整
基

金
1
億
１
６
８
０
万
円
を
取

り
崩
し
て
財
源
を
確
保
し
、

公
共
施
設
整
備
基
金
に
は

５
３
９
５
万
円
を
積
み
増
し

ま
し
た
。
今
後
も
将
来
負
担

に
備
え
、
必
要
と
な
る
財
源

確
保
に
向
け
た
基
金
の
運

用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

基　金　種　別 令和元年度末残高 増　減

積 立 基 金 18 億 8,545 万円 － 6,127 万円

財政調整基金 7 億 8,366 万円 － 1 億 1,680 万円

その他の各種特定目的基金 11 億　179 万円 ＋ 5,553 万円

定 額 運 用 基 金 1 億 1,592 万円 ± 0 万円

うち貸付額 7,625 万円 － 65 万円

うち現金 3,967 万円 ＋ 65 万円

　
多
額
の
費
用
を
要
し
て

も
町
民
の
た
め
に
重
要
と

判
断
さ
れ
た
事
業
は
、
国

や
県
の
補
助
金
の
ほ
か
、

返
済
額
の
70
％
が
地
方
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
過
疎

対
策
事
業
債
な
ど
の
地
方

債
、
い
わ
ゆ
る
「
借
金
」

を
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
末
の
地
方
債

残
高
は
44
億
９
１
１
４
万

円
（
う
ち
一
般
会
計
分

35
億
４
３
７
３
万
円
）
と

な
っ
て
お
り
、
健
全
財
政

を
維
持
す
る
範
囲
内
で
、

今
後
も
重
要
事
業
は
計
画

的
な
借
り
入
れ
に
よ
り
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

決算が承認された 9 月議会

会 計 種 別 歳出決算額 実質収支
一 般 会 計 28 億 1,290 万円 ＋ 1 億 8,920 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1 億 8,728 万円 ＋ 1,039 万円

簡 易 水 道 1 億 8,418 万円 ＋ 536 万円

路 線 バ ス 2,670 万円 ＋ 271 万円

農 業 集 落 排 水 2,169 万円 ＋ 143 万円

介 護 保 険 4 億 4,843 万円 ＋ 2,807 万円

戸別合併処理浄化槽 4,660 万円 ＋ 135 万円

後期高齢者医療 3,015 万円 ＋ 85 万円

合　計 37 億 5,793 万円 ＋ 2 億 3,936 万円

令 和 元 年 度 会 計 別 決 算 額

　

自
治
体
の
財
政
破
た
ん

を
未
然
に
防
ぎ
、
財
政
状

況
の
悪
化
し
た
自
治
体
に

対
し
て
早
期
に
健
全
化
を

促
す
た
め
に
、「
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
、

「
健
全
化
判
断
比
率
」と「
資

金
不
足
比
率
」
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
は
す
べ
て
の
値
が
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、
健
全
財
政
を
維

持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

自
主
財
源
に
乏
し
く
国
に

頼
る
財
政
基
盤
で
あ
る
た

め
、
今
後
も
慎
重
に
財
政

運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

対象となる事業 令和元年度 平成 30 年度 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 不足なし 不足なし

20.0％農 業 集 落 排 水 事 業 不足なし 不足なし

戸別合併処理浄化槽事業 不足なし 不足なし

資金不足比率

判断指標 令和元年度 平成 30 年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 赤字なし 赤字なし 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 20.0％ 30.0％

実 質 公 債 費 比 率 4.68％ 3.99％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 ―（※） ―（※） 350.0％ ―

健全化判断比率

（※）平成 30・令和元年度の将来負担比率はマイナスとなり算定されないため
　　  「―」となります。

決
算

　

町
の
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
の

令
和
元
年
度
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
前

年
度
と
比
べ
て
歳
入
は
18･

１
％
、
歳
出

は
19･

２
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

実
質
的
な
赤
字
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の

「
借
金
」
の
状
況
を
表
す
実
質
公
債
費
比

率
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
将
来
負
担
比
率

は
算
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
財
政
負
担

の
軽
減
に
主
眼
を
置
い
た
事
業
実
施
の
必

要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度

歳 出
一般会計

　歳出増加の主な要因として、宮
下温泉掘削・改修等による民生費
の 1 億 473 万 円（36.1%） の 増 や、
ふくしま森林再生事業等による農
林 水 産 業 費 の 5,155 万 円（47.6%）
の 増、 防 災 行 政 無 線 デ ジ タ ル 化
改 修 による 消 防 費 の 1 億 6,229 万
円（171.2%）の増などの投 資的事
業の増加が大きな要因となっており、
これらの財源として国庫支出金や起
債額が増加し、普通建設事業費では
81.8% の増となりました。また、公
債費 3,740 万円（19.6％）の増、維
持補修費 1,271 万円（20.8％）の増
となっています。

投資的事業の増加により 19.2% の増

扶助費
6,068 万円
（2.2%）

普通建設事業費
9 億 5,574 円

（34.0%）
災害復旧事業費

472 万円
（0.2%）

公債費
2 億 2,844 万円

（8.1%）

物件費
3 億 9,734 万円

（14.1%）

維持補修費
7,384 万円
（2.6%）

補助費等
2 億 3,954 万円

（8.5%）

積立金
2 億 4,757 万円

（8.8%）

歳 入
一般会計

　 財 政 運 営 の 柱 と な る 地 方
交 付 税 で、決 算 額 の 約4 割 を
占 め る 普 通 交 付 税 に お い て
5,650 万 円（5.9%） の 増 と な
り、特殊事業等への措置として
交付される特別交付税は 370 万
円（2.2%）の増となったことに
より、地方交付税全体で 6,020
万円（5.4%）の増となりました。
　また、消雪道路の整備や移住
促進住宅整備に係る国庫支出金
が 6,996 万円（92.5%）の増となり、
集会所整備や防災行政無線デジ
タル化改修等に係る町債が 3 億
2,026 万円（75.9%）の増となっ
たことが歳入総額の増加となっ
た主な要因です。

国庫支出金及び繰入金、町債の増等により 18.1% の増 財
政
健
全
化

基
　
金

地
方
債

人件費
3 億 7,843 円

（13.5%）

繰出金
2 億 1,960 万円

（7.8%）
投資及び出資金

700 万円
（0.2%）

町税
1 億 7,370 万円

（5.7%）

使用料及び手数料
3,225 万円
（1.0%）

分担金および負担金 307 万円
財産収入 459 万円、寄附金 737 万円

（0.5%）

繰入金
3 億 420 万円

（10.0%）

繰越金
2 億 1,257 万円

（7.0%）

諸収入
2,035 万円
（0.7%）

地方譲与税 1,501 万円
利子割交付金 8 万円
配当割交付金 41 万円
株式等譲渡所得割交付金 20 万円
地方消費税交付金 3,017 万円
自動車取得税交付金 134 万円
自動車税環境性能割交付金 42 万円
地方特例交付金 408 万円

（1.7%）

地方交付税
11 億 7,921 万円

（38.8%）国庫支出金
1 億 4,562 万円

（4.8%）

県支出金
1 億 6,218 万円

（5.4%）

町債
7 億 4,199 万円

（24.4%）
歳入

30 億
3,881 万円

歳出
28 億

1,290 万円
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町
史
編
さ
ん
室
だ
よ
り

第57回

　
「
内
国
勧か

ん

業ぎ
ょ
う

博
覧
会
」
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
東
京
の
上
野
公
園
で
第
一
回

を
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
第
二
回
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
第
三

回
を
同
じ
場
所
で
、第
四
回
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
京
都
の
現
岡
崎
公
園
で
、

第
五
回
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
現
天
王
寺
公
園
・
現
新
世
界
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
が
主
導
し
、
第
一
回
で
数
十
万
人
、
第
五
回
に
は
数
百
万
人

も
の
人
々
が
入
場
し
た
大
規
模
な
博
覧
会
で
す
。
そ
の
名
称
に
「
勧
業
」
と
あ
る
よ
う

に
産
業
を
奨し

ょ
う
れ
い励し

て
お
り
、
全
国
か
ら
出
品
物
を
募
集
す
る
だ
け
で
な
く
審
査
も
行
わ

れ
、
優
秀
な
作
品
に
は
賞し
ょ
う牌は
いや
褒ほ
う

状じ
ょ
うが
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
三
島
町
に
は
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
関
す
る
文
書
が
遺の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催

前
年
と
な
る
三
十
五
年
五
月
に
県
庁
の
事
務
員
が
出
品
の
勧
誘
に
宮
下
ま
で
来
る
の
で

小
学
校
に
参
集
す
る
よ
う
に
と
の
通
知
で
す
。

　
で
は
三
島
町
域
内
に
お
い
て
、
第
一
回
～
第
五
回
ま
で
誰
が
ど
ん
な
も
の
を
出
品
し

た
の
か
、
現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
表
に
し
ま
し
た
。

　　　
第
一
回
で
は
、
旧
宮
下
村
・
西
方
村
・
西
山
村
域
内
の
出
品
物
計
十
六
点
（
う
ち
、

現
在
の
三
島
町
域
内
は
十
二
点
）
は
五
畳
敷
村
（
現
柳
津
町
）
の
猪
股
安
次
な
る
人
物

現
三
島
町
域
か
ら
の『
内
国
勧
業
博
覧
会
』へ
の
出
品

が
取
り
ま
と
め
て
出
品
し
た
の
か
出
品
目
録
に
は
彼
の
名
前
が
大
き
く
書
か
れ
、
表
に

掲
載
し
た
者
の
名
や
製
作
地
（
採
掘
地
）
は
添
え
る
よ
う
に
小
さ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

出
品
物
の
中
に
は
「
銅
鉱
」
や
「
銀
鉱
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
出
品
者
が
大
石
田
鉱
山
に

お
い
て
当
時
鉱
業
権
を
有
し
て
い
た
上
野
鎗
五
郎
氏
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉱
山
に
お
い

て
採
掘
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
名
入
村
の
五
十
嵐
政
十
郎
氏
か
ら
は「
西

方
紙
」
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。「
西
方
紙
」
は
江
戸
時
代
後
期
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
新

編
会
津
風
土
記
』
巻
之
八
十
、
滝
谷
組
に
つ
い
て
の
記
述
で
「
本
組
ノ
諸
村
ニ
テ
多
ク

製
ス
此
村
ノ
産
殊
ニ
勝
レ
タ
リ
ト
テ
総
テ
西
方
紙
ト
称
ス
」
と
書
か
れ
た
歴
史
あ
る
も

の
で
す
。
こ
の
「
西
方
紙
」
が
い
つ
ま
で
作
ら
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
す
が
、
第
一
回

が
開
催
さ
れ
た
明
治
十
年
に
は
ま
だ
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
第
二
回
で
は
大
登
の
渡
部
禎
二
氏
出
品
に
よ
る
「
延の
べ
が
み紙
」
が
褒
状
を
授
与
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
褒
状
の
写
し
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
延
紙
の
厚
や
質
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
や
、

製
紙
や
印
刷
等
で
著
名
な
榛
原
直
次
郎
や
沼
井
利
隆
、陽
其
二
の
三
名
が
審
査
官
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
時
代
が
前
後
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
延
紙
に
つ
い
て

は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
に
勧
業
功
労
者
と
し
て
渡
部
氏
を
推
薦
す
る
文
書
に
、

従
来
の
西
方
川
口
判
の
紙
製
造
が
減
退
し
た
の
で
、
石い

わ
き城

郡
平
在
高
野
村
（
原
文
マ
マ
、

現
い
わ
き
市
）
の
高
萩
忠
太
氏
に
「
磐
城
延
紙
」
の
製
法
を
学
び
、
村
内
や
隣
村
に
伝

え
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
第
三
回
で
は
大
登
・
渡
部
禎
二
氏
出
品
に
よ
る
「
搗か
ち
ぐ
り栗
」
と
西
方
・
小
松
民
吉
氏
出

品
の
「
葛く

ず
粉こ

」
が
、
第
五
回
で
は
西
方
の
渡
部
寅
太
郎
氏
出
品
の
「
生き

ろ
う蝋

」
が
そ
れ
ぞ

れ
褒
状
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
第
四
回
は
出
品
目
録
を
確
認
す
る
か
ぎ
り
、

現
三
島
町
域
内
か
ら
の
出
品
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
参
考　
国
立
国
会
図
書
館
「
博
覧
会　
近
代
技
術
の
展
示
場
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

https://www.ndl.go.jp/exposition/index.htm
l

　
三
島
町
史
編
さ
ん
室

　

ご
家
庭
に
古
い
文
書
や
古
い
写
真
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
山

び
こ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
（
52
）
２
１
６
５

出品物 出品物製作地 出 品 者 受賞

第1回

銅   鉱 大 石 田 村 上 野 鎗 五 郎 なし
銀   鉱 大 石 田 村 上 野 鎗 五 郎 なし
鉱   石 滝 谷 村 山 内 藤 吉 なし
砥   石 大 谷 村 五十嵐久太郎 なし
漆蝋燭 桧 原 村 阿 部 太 郎 吉 なし
湯   花 早 戸 村 猪 股 安 次 なし
蚊帳地 滝 谷 村 大 竹 ツ ナ なし
生   糸 大 谷 村 二 瓶 萬 三 郎 なし
西方紙 名 入 村 五十嵐政十郎 なし
塵   紙 名 入 村 五十嵐政十郎 なし
栃   子 浅 岐 村 猪 股 安 次 なし
人   参 西 方 村 栗 城 定 吉 なし

第2回 延   紙 大 登 村 渡 部 禎 二 褒状

第3回 搗   栗 西川村（大登）渡 部 禎 二 褒状
葛   粉 川西村（西方）小 松 民 吉 褒状

第4回 『出品部類目録』確認のかぎり出品物なし
第5回 生   蝋 川西村（西方）渡 部 寅 太 郎 褒状

内国勧業博覧会　
現三島町域内出品物及び出品者一覧

第 1 回　『明治十年内国勧業博覧会出品目録』  
  　　　　 『明治十年内国勧業博覧会賞牌褒状授与人名録』 
第 2 回　三島町役場所蔵文書  
第 3 回　『第三回内国勧業博覧会受賞者人名録』  
第 4 回　『第四回内国勧業博覧会出品部類目録』  
第 5 回　『第五回内国勧業博覧会受賞名鑑』 
※表は上記参考資料により現在判明しているもの（第 2 回は
　未確認。第 3 回・第 5 回は受賞者のみ確認し出品全体は不明）

〇参考文献

消防署からのお知らせ

問会津坂下消防署　三島出張所         
                                           　電話（52）3032　
　　　　　　　　　　 　FAX（52）3033

－火事・救急・救助は－
　　　　　  119 番まで

区　分 管　内 三島町

空 き 巣 1

自 動 車 盗 1

自 転 車 盗 1

自販機ねらい 1

車 上 ね ら い 1

街頭犯罪合計 5 0
そ の 他 刑
法 犯 等 31 2

全 刑 法 犯 36 2
　会津坂下署管内では、倉庫荒らしなど建物に侵入
されて金品を盗まれる事件や 8 月にはトラックの盗
難事件も発生しています。防犯の基本は施錠です！
施錠できない場所にはセンサーライトなどを設置し
ましょう。車や自転車は必ず施錠しましょう。
〇その他刑法犯等には、暴行 ･ 傷害 ･ 万引き ･ 詐欺 ･ 器
物損壊などの犯罪発生件数が含まれます。※上記発生件
数は、令和 2 年 1 月 1 日からの累計数となっています。

街頭犯罪発生件数（8月31日現在）

会津坂下警察署からのお知らせ

全国地域安全運動を実施します
期　間：10 月11 日から10 月20 日までの10 日間

運動重点

○子供と女性の犯罪被害防止
○なりすまし詐欺の被害防止
○地域の犯罪発生実態に即した各種犯罪の被害防止

メインスローガン

『みんなで  つくろう  安心の街』
サブスローガン

『消せないよ 心のきずと そのしゃしん』

｢ながら見守り｣ で地域の子供と女性を守ろう

　子供が不審者に声をかけられる事案の多く
は、下校時間帯の午後 1 時から午後 5 時に発
生しています。犬の散歩、買い物、庭の掃除、
ウォーキングなど日常生活の中で、子供たち
を見守る活動をしましょう。子供たちの下校
時間にあわせて、しながら見守りをしましょ
う。
不審者を見かけたらすぐに通報してください。

問会津坂下警察署  生活安全係☎ 0242（83）3451

水害に注意！
　2019 年 10 月に発生した「令和元年東日本台
風」とその 2 週間後に発生した大雨により福島
県は大きな被害を受けました。水害から自分の
命と大切な人の命を守るため “ いざ “ というと
きに備えましょう！

※警戒レベルに合わせた行動をとりましょう

・警戒レベル 1

　防災グッズを準備し非常時に備える！
・警戒レベル 2

　避難経路と避難場所を確認！
・警戒レベル 3

　危険な場所から子どもや高齢者は避難！
・警戒レベル 4

　危険な場所から全員避難！
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しぶしぶくん

　三島町のみなさま、こんにちは。これまで生活工
芸館の薪ボイラー冷暖房システムや、その燃料とな
る薪を作り出す木の駅事業についてご紹介してきま
したが、今回は三島町が行っている森林への取組み
について、三島町役場  産業建設課産業係の三浦健太
郎さんにお話しを伺いました。

環境研だより
三島町が進める森林整備

第 27 回

問国立環境研究所福島支部　
　地域環境創生研究室　☎ 0247（61）6572

　このところ大型の台風の発生が多
くなってきています。昨年 10 月に
発生した台風 19 号の被害も記憶に
新しいですが、災害への対策につい
て、今一度確認しておきたいですね。

常盤   達彦（ときわ   たつひこ）
< 筆者紹介 >

―三島町の山の整備は現在どういう状況なのでしょ
うか

【三浦さん】三島町の山の多くは手入れがされていな
い状態です。また所有されている山の境界がわから
なくなってきている、という問題もあります。国土
調査が実施されていれば座標での管理ができるので
すが、三島町の国土調査の実施率は 1% 以下で、新
たに測量等をして境界を調査すると手間も費用もか
かってしまうため、境界が確定していない山でも、
所有者の方から許可をいただければ、台帳面積を目
安に町で整備を実施したいと考えています。

―山はなぜ整備しなくてはいけないのでしょうか
【三浦さん】森林には家や家具を作るために使う木材

や薪などの資源の供給元、大雨が降った時の土砂災
害の防止、山登りやハイキングなどのレクリエーショ
ンの場、などといった様々な機能があります。しかし、
適切に整備しないとそれら機能が十分に発揮されま
せん。また、山が荒れていると人が入りにくくなる
ため、野生動物が繁殖して生息域が広がってしまい、
鳥獣被害も増加してしまいます。
　町にとっては、編み組細工の材料を集める場とし
ても大切ですが、適切な整備をしなければ木々が日
光を遮って材料の育ちが悪くなったり、採取に入る
のが困難になったりといった悪影響があります。

―具体的に森林の整備とはどういったものでしょうか
【三浦さん】密に生えている木々を間引く「間伐」と

林業を行いやすくするための「作業道の整備」を実
施しています。例えば平成 30 年度～令和元年度の期
間では、大石田地区において「ふくしま森林再生事業」
により 21.44ha の間伐と 3,189m の作業道整備を実
施しました。

―今後、町は森林に対してどのような取組みを行う
のでしょうか

【三浦さん】今年度から来年度にかけて、「ふくしま
森林再生事業」で西方地区の間伐を行う予定です。
また国環研さんでドローン調査を行っていただいた
浅岐地区でも調査結果を基に森林整備の計画策定を
進めていく方針です。今後は国の森林環境譲与税や
県の森林環境税も活用した森林整備を行っていくこ
とを予定しています。

　
　
　三浦健太郎さん、ありがとうございました。環境
研だよりでは町の大切な資源である森林の状況につ
いて、今後もご紹介していきます。

野生きのこの
採取・出荷にご注意ください！

　三島町はマイタケのみ出荷制限が解除されています。出荷・販売する場合は事前に県の放射性物質検
査が必要となりますので、役場  産業建設課へご連絡ください。（1kg 程度の検体が必要となります）
　マイタケ以外の野生きのこは出荷制限がかけられており、検査で基準値以下でも出荷・販売することはで
きません。なお、マイタケ以外の野生きのこについても出荷制限解除を目指しておりますので、県の放射性
物質検査への検体提供について、ご理解とご協力をお願いいたします。県内では、出荷・販売できない野生
きのこが直売所等の店舗やインターネットで販売される事案が発生しています。下記の点にご注意ください。

・年度が変わっても出荷制限は継続します。
・道の駅に配置されている自家消費用測定機器等により、検査を行い基準値 （100Bq/kg）以下であること
   を確認しても、出荷制限品目は出荷できません。
　※出荷には下記のものが該当します。
　①市場や直売所などへ野生山菜・きのこを出すこと
　②インターネット等による通信販売
　　　※フリマアプリ等を介した個人売買も出荷に該当するため、出荷制限品目の出品は出来ません。
　③無償で他人に譲渡すること
〇食堂や宿泊施設等での提供や乾燥や水煮などの加工品についても、出荷制限　品目を原材料に使用す
　ることはできません。モニタリング検査の結果や出荷制限の状況につきましては、福島県のホームペー
　ジなどで確認することができます。
　（福島県農林水産物・加工食品モニタリング情報【元：ふくしま新発売。】）http://www.new-fukushima.jp/
　（福島県林業振興課）http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36055c/ringyo-monitoring.html

問会津農林事務所　林業課　☎ 0241（24）5734
　　　　　　産業建設課    産業係　☎（48）5566

12 月開講の職業訓練のご案内
■訓練生を募集しています

○募 集 期 間　9 月 17 日㊍から 11 月 18 日㊌まで
○募集訓練科名　CAD・NC コース・電気設備技術コース
○募 集 定 員　15 名
○訓 練 期 間　令和 2 年 12 月 1 日から令和 3 年 5 月 28 日まで（6 ヶ月間）
○対 象 者　公共職業安定所に求職登録されている方で、職業訓練の受講が望ましいと判断された方
○受 講 料　無　料
○選 考 日　11 月 20 日㊎　午前 9 時から

○開催日時　10 月 26 日㊊・28 日㊌・11 月 4 日㊌・9 日㊊・11 日㊌・16 日㊊・18 ㊐㊌
　　　　　　各日　午後 1 時 30 分から午後 3 時 45 分　　　　
○内　　容　・今までのキャリア（職業能力）にプラスして、新たな技能習得のための職業訓練につい
　　　　　　　て理解していただく説明会で、当センターが実施しています。また、月曜日開催の施設
　　　　　　　見学では、希望される方は訓練体験も受けられます。
　　　　　　  ・訓練内容について詳しく知りたい方は、最寄りのハローワークからお申し込み下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※訓練生募集及び施設見学会に関するお問合せ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　ポリテクセンター会津　訓練課　☎ 0242（26）0520

■施設見学会のお知らせ

大石田地区の間伐の様子

森林環境譲与税とは ･･･
　温室効果ガス排出削減や災害防止等を図るた
め、森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保
する観点から創設された。市町村では「森林整備
及びその促進に関する費用」に充てられ、都道府
県では「森林整備を実施する市町村の支援等に関
する費用」に充てられる。（参考：林野庁 HP より）
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Information

「
労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口
」
の
お
知
ら
せ

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
、
平
日
の
面
談
や
電
話

で
の
相
談
の
ほ
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
電
子
メ
ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
受
付
時
間　

午
前
8
時
～
正
午
午
後
1
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　

                                          （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０
２
４
５（
21
）７
５
９
４

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

　

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
の

退
職
金
制
度
で
す
。
以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
退
職
金
請

求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部  

事
業
管
理
課

☎
03
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

問
福
島
県
立
視
覚
支
援
学
校　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
２
５
７
４

視
覚
障
が
い
者
の
教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
立
視
覚
支
援
学
校
で
は
、
疾
病
な
ど
に
よ
る
視
機
能
低

下
（
著
し
い
視
力
低
下
や
視
野
狭
窄
、
視
野
欠
損
等
）
に
よ
り
、
進

学
や
就
労
で
お
困
り
の
方
の
た
め
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
日　

時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

○
対
象
者　

乳
幼
児
か
ら
成
人
ま
で

10
月
の
納
税
　【
納
期
限
　
11
月
2
日
】

▼
町
県
民
税【
普
通
徴
収
】（
第
3
期
）

▼
後
期
高
齢
者
保
険
料
【
普
通
徴
収
】（
第
3
期
）　

　
　
　

 

忘
れ
ず
に
お
納
め
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

問
町
民
課
町
民
係　

☎
（
48
）
５
５
５
５

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
相
談
会
の
お
知
ら
せ

〇
相
談
内
容　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
関
わ
る
法
律
問
題
、
青
年

　
　
　
　
　

    

後
見
、
遺
言
、
相
続
、
遺
産
分
割
、
登
記
等

〇
期　
　

間　

10
月
1
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で

〇
予
約
受
付　

☎
０
１
２
０
（
81
）
５
５
３
９
【
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
　
　
　
　
　

平
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

〇
相　
　

談　

予
約
の
電
話
を
い
た
だ
き
、
電
話
相
談
の
日
時
を

　
　
　
　
　

    

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
福
島
県
司
法
書
士
会　

☎
０
２
４
５（
34
）７
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会
よ
り   

サ
ロ
ン
の
ご
案
内

▼
大
石
田
友
遊
サ
ロ
ン
　

　

10
月
5
日
㊊
10
時
～　

大
石
田
集
会
所

▼
高
清
水
・
小
山
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

10
月
6
日
㊋
10
時
～　

高
清
水
集
会
所

▼
桧
原
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

　

10
月
9
日
㊎
10
時
～　

桧
原
集
会
所

▼
大
登
サ
ロ
ン
　

　

10
月
12
日
㊊
13
時
30
分
～ 

大
登
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
滝
谷
和
楽
塾
　

　

10
月
13
日
㊋
10
時
～    

滝
谷
集
会
所

▼
ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
　

　

10
月
16
日
㊎
10
時
～　

町
民
セ
ン
タ
ー

▼
川
井
友
愛
サ
ロ
ン

　

10
月
19
日
㊊
10
時
～　

川
井
集
会
所

▼
浅
岐
あ
っ
た
か
サ
ロ
ン

　

10
月
23
日
㊎
10
時
～　

浅
岐
集
会
所

▼
サ
ロ
ン
な
い
り

　

10
月
26
日
㊊
10
時
～　

名
入
集
会
所

▼
間
方
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

　

10
月
27
日
㊋
10
時
～　

間
方
集
会
所

▼
大
石
田
友
遊
サ
ロ
ン
　

　

11
月
2
日
㊊
10
時
～　

大
石
田
集
会
所

▼
高
清
水
・
小
山
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

11
月
4
日
㊌
10
時
～　

高
清
水
集
会
所

▼
桧
原
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ

　

11
月
6
日
㊎
10
時
～　

桧
原
集
会
所

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
52
）
３
３
４
４

心
配
ご
と
相
談
所
の
ご
案
内

10
月
15
日
㊍ 

9
時
30
分
～
11
時
30
分　

福
寿
草

㊟住民基本台帳による数値です。増減数
は前月との比較、出生・死亡・転入・転
出は前月 1 カ月間に届出のあった人数で
す。

町の人口と世帯
9 月 1 日現在

人口 1,543 -9 出生 0

男 765 -2 死亡 7

女 778 -7 転入 3

世帯 747 -1 転出 5

10
月
は
「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
で
す

　

福
島
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取
引
税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油

に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃
料
、
い
わ
ゆ

る
「
不
正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販
売
、
使
用
さ
れ
て

い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　
不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に
は
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
情
報

提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
き
ま
し
て

は
、
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
会
津
地
方
振
興
局  

県
税
部　

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
６
１

境
界
問
題
の
解
決
を
支
援
し
ま
す

〇
筆
界
特
定
制
度
（
筆
界
を
明
確
に
し
ま
す
）

　

法
務
局
の
職
員
が
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
申
請
者
等
の

意
見
に
拘
束
さ
れ
ず
、
真
実
の
筆
界
を
特
定
し
ま
す
。

〇
土
地
家
屋
調
査
士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度（
境
界
問
題
全
般
を
解
決
し
ま
す
）

　
土
地
家
屋
調
査
士
お
よ
び
弁
護
士
が
相
談
・
調
停
を
行
い
、
柔

軟
に
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

※
相
手
方
の
応
諾
が
な
い
と
、
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

【
境
界
特
定
制
度
】　

　
　
　
　

問
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
８

【
土
地
家
屋
調
査
士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
】　

　
　
　
　

問
境
界
紛
争
解
決
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
４
（
５
３
５
）
３
９
３
７

（
9
月
届
出
：
敬
称
略)

※
『
広
報
み
し
ま
掲
載
同
意
書
』
を
ご
提
出
い
た
だ
い

た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

問
特
命
担
当
課　

☎
（
48
）
５
２
３
２

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

酒　

井　

𠮷　

子
（
86
才
・
西　

方
）

渡　

部　

タ
ケ
子
（
82
才
・
桑　

原
）

萩　

野　

耕　

市
（
82
才
・
荒
屋
敷
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
し
ま
8
月
号
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
「
警
察
官
・
警
察
職

員
募
集
」
の
試
験
日
程
、合
格
発
表
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
警
察
官
B
】

第
2
次
試
験
日　

誤
：
10
月
29
日
㊍
～
30
日
㊎

　
　
　
　
　
　

    

正
：
10
月
25
日
㊐
～
10
月
28
日
㊌
（
う
ち
2
日
）

【
県
職
員（
高
校
卒
程
度
）警
察
事
務
】

第
2
次
試
験
日　

 

誤
：
10
月
29
日
㊍
～
30
日
㊎

                               

正
：
1
回
目　

10
月
14
日
㊌
～
16
日
㊎

                                       

2
回
目　

10
月
29
日
㊍
～
30
日
㊎

最
終
合
格
発
表
日  

誤
：
12
月
4
日
㊎

                                

正
：
11
月
10
日
㊋

問
福
島
県
警
本
部  

人
事
係 

☎
０
１
２
０
（
２
７
６
）
３
１
４

農作業中の事故に注意しましょう！
　収穫の秋を迎え、稲刈りや田畑を耕す機会が多くなります。農作業中の農業機械の転落や転倒による
事故、挟まれ事故や機械の回転部などへの巻き込まれ事故が全国で発生しています。
　農作業中は次のことに注意し、安全に作業を行いましょう。
〇できるかぎり一人での作業は避け、誰かと一緒に作業すりょうにしましょう。
〇農業機械に稲わらが詰まったときや故障と思われるときはエンジンを切り、安全を確認してから機械
　に触れるようにしましょう。万が一事故が発生したら冷静に 119 番通報をしましょう。

問会津坂下消防署　☎ 0242（89）2119

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
へ
の
ご
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
も
の

坂
　
内
　
　
　
孝
　
様
（
名
　
入
）

目
　
黒
　
鬼
佐
雄
　
様
（
早
　
戸
）

小
　
柴
　
智
　
雄
　
様
（
名
　
入
）

渡
　
部
　
一
　
芳
　
様
（
桑
　
原
）

栗
　
城
　
克
　
也
　
様
（
西
　
方
）

酒
　
井
　
昇
　
一
　
様
（
西
　
方
）

萩
　
野
　
智
　
成
　
様
（
荒
屋
敷
）

井
　
口
　
清
　
志
　
様
（
神
奈
川
県
）

武
　
田
　
洋
　
士
　
様
（
神
奈
川
県
）

杉
　
山
　
雅
　
英
　
様
（
福
島
県
）
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町
長
日
記 

　
～
敬
老
の
日
の
意
義
は   

高
齢
化
率
が
県
内
３
位
～

№ 61

　
9
月
21
日
の
敬
老
の
日
に
な
る
と
、
県
内
の
市
町

村
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口

の
割
合
）
が
高
い
市
町
村
と
低
い
市
町
村
が
新
聞
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。
高
齢
化
率
の
高
い
市
町
村
は
大
き

な
見
出
し
と
な
り
、
今
年
は
金
山
町
が
59
・
7
％
、

昭
和
村
56
・
9
％
、
三
島
町
54
・
1
％
と
続
き
、
次

い
で
西
会
津
町
47
・
7
％
、
只
見
町
46
・
6
％
で
県

内
上
位
５
位
ま
で
を
、
只
見
川
流
域
の
町
村
が
占
め

ま
し
た
。

　
県
内
で
も
特
に
高
齢
化
が
進
む
こ
の
地
域
の
町
村

の
高
齢
化
率
が
上
位
に
な
る
こ
と
は
予
想
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
何
が
原
因
で
県
内
や
東
北
で
も
高

齢
化
が
著
し
い
地
域
な
の
か
、
新
た
な
振
興
計
画
の

樹
立
を
し
て
い
る
今
、
そ
の
原
因
を
考
え
頭
を
悩
ま

せ
て
い
ま
す
。
世
界
的
な
経
済
の
動
向
で
動
か
ざ
る

を
得
な
い
経
済
構
造
と
い
う
現
実
を
前
に
中
山
間
地

域
は
益
々
疲
弊
し
て
い
く
の
で
は
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
の
人
口
の
推
移
を
調
べ
る
と
、
江
戸
幕
府
成

立
時
の
人
口
は
約
１
２
２
７
万
人
、
亨
保
の
改
革
の

時
代
は
３
１
２
８
万
人
、
明
治
維
新
が
３
３
０
０
万

人
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
時
は
７
１
９
９
万
人
、

２
０
０
８
年
の
１
億
２
８
０
８
万
人
が
ピ
ー
ク
で
、

現
在
の
出
生
率
か
ら
推
計
す
る
と
こ
れ
か
ら
は
急
激

に
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
２
０
３
０

年
に
は
１
億
１
９
１
３
万
人
、
２
０
５
０
年
に
は

１
億
人
を
割
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
、
２
１
０
０
年

に
は
現
在
の
人
口
の
半
分
の
６
０
０
０
万
人
か
ら

７
０
０
０
万
人
程
度
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
急
激
な
人
口
減
少
社
会
の
対
策
と
し
て
「
地

方
創
生
計
画
」
が
あ
り
ま
す
が
、
計
画
達
成
に
は
非

常
に
厳
し
い
一
面
も
垣
間
見
え
ま
す
。
都
市
部
に
人
と

お
金
が
集
中
し
、
日
本
は
豊
か
に
な
り
急
激
な
人
口
増

加
等
に
よ
る
経
済
の
拡
大
に
よ
っ
て
実
っ
た
果
実
を
、

国
民
に
分
配
し
て
き
た
高
度
経
済
成
長
時
代
の
「
成
長
」

と
い
う
価
値
か
ら
、
新
た
な
価
値
を
考
え
る
社
会
の
創

造
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。現
在
の
様
々

な
国
家
間
の
貿
易
問
題
や
石
油
に
代
表
さ
れ
る
資
源
の

争
奪
、
環
境
問
題
等
が
原
因
に
よ
り
世
界
が
不
安
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
成
長
主
義
中
心
か
ら
の
転
換
が
必
要

な
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
に
よ
り
集
中
型
社
会
か
ら
分
散
社

会
へ
の
移
行
が
顕
著
に
な
り
、働
き
方
改
革
や
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
の
言
葉
の
本
質
は
、
自
然
環
境
を

核
と
し
た
分
権
型
社
会
・
成
熟
型
社
会
の
方
向
で
、
豊

か
さ
の
質
や
幸
福
感
へ
の
質
の
転
換
を
考
え
る
事
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
先
述
し
た
高
齢
化
率
が
高
い
只
見
川
流
域
の
５
町
村

の
ま
ち
づ
く
り
は
「
自
分
の
足
下
の
泉
を
掘
る
」
施
策

を
展
開
し
て
き
た
地
域
で
も
あ
り
、
会
津
地
域
全
体
で

連
携
協
力
し
、
地
産
地
消
の
仕
組
み
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

会
津
地
域
自
給
圏
経
済
が
構
築
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
率
と
い
う
単
純
な
数
字
の
羅
列
で
は
図
る
こ

と
の
で
き
な
い
、
三
島
町
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気

に
畑
仕
事
や
も
の
づ
く
り
に
勤
し
む
姿
か
ら
、
学
ぶ
事

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
風
景
を
大
切
に
し
、
今
年

は
敬
老
会
を
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
「
敬
老
の
日
」

と
い
う
歴
史
性
や
心
を
大
事
に
し
な
が
ら
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
島
町
長　
矢
澤　
源
成

　

暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
を

告
げ
、
実
り
の
秋
へ
と
季
節

が
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。

　
町
内
各
地
で
稲
刈
り
が
最

盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
7

月
の
大
雨
や
日
照
不
足
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

た
わ
わ
に
実
っ
た
黄
金
色
の

稲
穂
が
コ
ン
バ
イ
ン
で
き
れ

い
に
刈
り
取
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
の
食
卓
に
、
美
味

し
い
新
米
が
並
ぶ
日
も
も
う

す
ぐ
で
す
。

実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た

9
月
下
旬
か
ら
町
内
各
地
で
稲
刈
り
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
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